
ASAM STUDY PROJECT
for Motorcycle in Japan
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Headline
- 2輪市場と開発環境について
- ASAM Study Projectスタートまでの流れ
- 本活動の範囲と標準化のロードマップ
- 将来展望～ASAMへの期待～

2



Headline

- 2輪市場と開発環境について
- ASAM Study Projectスタートまでの流れ
- 本活動の範囲と標準化のロードマップ
- 将来展望～ASAMへの期待～

3



（万台）
約5300万台
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NEXT

先進国
その他

・全世界の二輪車の販売台数の推移

年

●2輪市場の9割は進展国
●インド市場は伸張。アセアン、中国合わせ全体市場の７割以上を占める

2輪市場と開発環境について
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世界約190万台

・Fun商品は市場全体の約４％

2輪市場と開発環境について
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世界のベストセラーモデル

140万台/年
260万台/年

●世界中のお客様に商品を届けるためにはコストは最も重要なファク
ター

HF DELUX

●ベストセラーはモーターサイクル、スクータ共にインド
モデル

2輪市場と開発環境について

約45000Rs
約50000Rs
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社内

2015 

Euro5
先進国

EU4・OBDⅠ

Euro5相当
進展国

☆ EU５+OBDⅡ
欧州・日本
★

Euro4相当
タイ

★ EU５
インド

☆☆

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2016 2017 2018 2019 

課題/
懸念

環境対応
魅力創出

 海外開発の加速
 モデル数拡大
 開発期間短縮（スピード）
 開発難易度増加

＜2輪業界の課題＞ ＜懸念＞
 開発環境の整備
 リソースの不足
 開発遅延
 品質低下

～法規動向と開発環境の変化～

●2020年 環境対応法規の急速な変化に対し開発スタイルの変革が求め
られる

+OBDⅡ★
インド

■ISO26262 2輪規格化

安心・安全 対応

2輪市場と開発環境について

欧州・日本
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【まとめ】
２輪ＯＥＭとしては、２０１８～２０２０年付近での
規制強化（ＥＵ５、ＯＢＤⅡ、ＩＳＯ26262 etc.）に向けて、
4輪同様の開発環境整備が必要となってきている

4輪のような規模での開発環境への投資が苦しい国内２輪ＯＥ
Ｍは、
開発の特性に合ったツールをコストを抑えつつ導入したいと考
えている

2輪市場と開発環境について
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本活動スタートまでの流れ

2015年2月～標準化のメリット・デメリットについて国内２輪OEM 4社、ECUサプライ
ヤ４社、
ツールベンダ４社で数回にわたり意見交換実施してきました

⇒2016年5月 ASAM標準化について検討開始の合意を得た
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◆6/21/'16 ASAMボードミーティングで承認
「2輪の現状PR 及びOEM、Tier1含めてASAMでの活動を'17年10月までの１年間実施する。
1年後にメンバーとして活動するかを各OEM及びTier1含めて検討を行う。」
という内容で最終的に了承された

【プロジェクトの内容】
・ASAMの導入トレーニングによる標準全体の理解
・Study Projectの実施
⇒プロジェクトとしては、計測適合における２輪OEM要求の相互運用性の分析

・定期的な2輪OEM会議の実施による各社のユースケースから共通の課題への統合

【活動に対するＡＳＡＭからの要求】
1年間サポートする条件は、以下のようになっている
①既存の日本ASAMメンバーの活動が高い優先度を持つこと
②４輪OEMから2輪OEMのスタディプロジェクトの参加は可能
③1年間の活動で得られた内容についてのレポートを行うこと

～2輪 ASAMスタディプロジェクトの発足～
◆４輪が２０１２～２０１４年に実施していたJAIG（Japan ASAM Interesting Group）と同様
にＡＳＡＭ非会員のＯＥＭが参加できるようなプロジェクトとしている

本活動スタートまでの流れ
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◇スピードＵＰ

◇モデル増加

◇難易度ＵＰ

要求 リス
ク

対応

・ＯＢＤⅡ

・ＩＳＯ２６２６２

・情報セキュリティ

◇リソース不
足◇海外開発増加
◇品質問題

◇遅延
◇プラットフォー
ム化

【要求と対応】

◇アウトソーシン
グ

◇開発プロセス・手法
の
改善・ＭＢＤの導入

・開発ツールの進
化

・システム増大複雑化

◇開発コスト増大

・標準化と合理的適
用

本活動スタートまでの流れ～おさらい～

●2輪業界として協力して開発ツール進化と標準化を進める事
を合意
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◇開発コスト増加

◇技術対応と開発工数の捻出困難

◇ツール間の分散、不整
合

・ASAMツールの
活用による費用の分散

化

◇標準ツールの採
用

・業界ノウハウの結集

・標準プロトコル採用に
よる
コンパチビリティ、練

成向上

課題
従来どおりサプライヤ各社
独自で進化させる場合

対応
開発ツールの進化

→ＯＥＭの費用負担増加

→進化困難

→取り扱い困難

本活動スタートまでの流れ

●ASAM規格の採用
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課題

◇非競争領域における
2輪業界横断活動の活用

対応

標準化と合理的適用

◇４輪にない２輪特有の規
格要件の特定と新設

◇４輪各社での規格対応
ばらつきへの対応

◇４輪ベースで作られた規格の
２輪への適用性可否、その対応

・情報収集および対応手段
の
スタディの実施
・規格化プロセスの活用

本活動スタートまでの流れ

●2輪ユースケースから2輪最適の開発環境を
創出 14
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①計測TOOL
標準化

Rapid ECU標準化

年

開発負荷

バイパス、フルパス、
フック技術の利用

計測スループット向上

②自動適合
バーチャル適合

要求仕様
精度アップ

開発効率向上

The scope of this Activity

2016 2018 2020
ISO26262規格制定予定 Euro5/OBD-II施行予定

通信ハード、プロトコル標
準化
（計測、適合、書換え）

手段：
１）通信物理層の決定
２）通信プロトコルの決定
３）ASAMによるファイル互換性向
上

②MBD
MBC

開発自動化

ASAM化

デバックポートによる
エミュレータメモリ活用

モデルベース開発

モデルベース適合

③ODX ④OTX

診断、テストの標準化

【標準化ロードマッ
プ】

2017

本活動の範囲と標準化のロードマップ

目的：開発難易度アップへの対応・スピード
アップ
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項目 具体的内容 標準化範囲 期待する決定事項

通信物理層 CAN CAN通信における標準化の可能性探索の
スタディを行う

CANから進めることで合意
済

通信プロトコル XCP 対象とするプロトコルの標準化仕様を決め
る

2輪として
計測、適合、書換えの標準
方式を明確化し、ツールの
完全な互換性を確保

ファイル
フォーマット
（ASAM規格）

A2L
MDF
CDF
（DCM）

ＡＳＡＭ規格をベースに検証するバージョ
ンを
決めて、互換性の課題を明確化する

２輪に最適な標準仕様を
決定する

～ＳＴＥＰ1における標準化項目とその範囲～

本活動の範囲と標準化のロードマップ
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http://world.honda.com/news/2016/c161005beng.html

将来展望 ～環境の変化
～

http://www.enplanet.com/Ja/Market/Data/y151.html

台数増加＆
規制強化に伴う開発難易度アッ
プ

http://monoist.atmarkit.co.jp/mn/articles/1004/26/news077.html

４輪は共通言語化
で
リコールコストを
押さえる事に成功
した

http://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1510/12/news001_3.html

OBDⅡ対応に伴い２輪も
セキュリティ脅威にさらされる
可能性

協業

The number of recall 4W(japan)

120
million

Non-
competitive2輪の置かれている環境変化に対し、如何に対応していくか？ 19



http://www2.suzuki.co.jp/bikeshop/bike-service-grip/shop_intro

http://www.righttorepair.org/main/default.aspx

２輪の販売店は規模が小さく、メーカー併売があたりまえ⇒多種の診断機準備
は困難

システムの複雑化で
エンドユーザーによる修理が不可能になって
きた

我々２輪OEMは世界のお客様に何を提供できるか？

将来展望
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①計測
TOOL
標準化

Rapid ECU標準化

年

開発負荷

バイパス、フルパス、
フック技術の利用

計測スループット向上

②自動適合
バーチャル適合

要求仕様
精度アップ

開発効率向上

次へのステップ

2016 2018 2020
ISO26262規格制定予定 Euro5/OBD-II施行予定

通信ハード、プロトコル標
準化
（計測、適合、書換え）

②MBD
MBC

開発自動化

ASAM化

デバックポートによる
エミュレータメモリ活用

モデルベース開発

モデルベース適合

③ODX ④OTX

診断、テストの標準化

2017

将来展望
目的：世界中のお客様への安心と安全の提供

手段：
１）通信物理層の決定
２）通信プロトコルの決定
３）ASAMによるファイル互換性向
上

【標準化ロード
マップ】
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STEP1
標準化現状把握
可能性評価

要件定義 要件テスト

設計

設計

検証（適
合）

適合テスト 出荷検査 修理、整備

ＯＤＸＯＴＸXCP
MCD2
MDF

Development Production Repair & maintenance

STEP1：最新・高機能なASAMツールで適合時間短縮
（⇒Next STEP xILS等を利用して更なる効率化）
⇒将来的に開発だけでなく生産、修理性までの拡大可能性を検討していきたい

ASAM標準
と狙い

2輪の特徴 少量多品種 個人商店開発期間=短、開発費=小

OBD-II
計測データ取得から
適合までの時間短縮

①

②

狙いと取組み順序

③④

ASAMプロジェクト
STEP2

ODX・OTX勉強会、
有効性評価（フィジビ

リ？）

xILS

修理性向上生産性向上

適合工数削減

仮想モデル適合
実車払い出し前の適合
RapidECU,xHILS活用

前倒し

サプライヤ、委託先の自由度up
診断データ標準化テスト標準化

まとめ

22



Thank You for Your Attention
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